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即位前の唐太宗 ・秦王手世民集団の

北斉系人士の分析

堀 井 裕 之

要 旨 唐 の二 代皇帝太宗李世 民の治世(626～649)は,「 貞観 の治」 と称 され,唐 政権

が確立 した時期 と して注 目される。 李世民 は武徳9(626)年6月4日,玄 武 門の変 と

い う非常手段を以て即位 した。 そ して彼 を推戴 した背後勢力=李 世民集団は,太 宗政権

の中核 と して注 目され る。

先行研 究では,李 世民の背後勢力 と して,山 東(旧 北斉 領域)に 基 盤を置 き北斉 の遺

臣の系譜 を引 く人士=北 斉系人士が着 目され,玄 武 門の変 の背景には,関 朧を基盤 とす

る北 周 ・晴政権 が,山 東を基盤 とす る北斉系人士 を抑圧 してきた 「関防 と山東の対立」

の構造 が考 え られてきた。 しか しなが ら,彼 らの具体 的な人間関係 ・政治 目的は解明 さ

れないまま,李 世民に よって,山 東 に地盤 を築 くために,利 用 された ことのみが強調 さ

れてきた。

こ うした立場 に立 って,本 稿では まず人間関係 を再現 して,北 斉系人士 の殆 どが,集

団性 を以 て李世 民集 団に参加 した こと,こ の集団性 の起源 が,階 政権 で,北 斉 系人 士の ,

代表格 であ った醇道徳 の党派(=醇 道衡 グル ープ)に あることを明 らかに した。 その上

で,醇 道衡 グループの政 治 目的を考 察 し,不 遇な北斉系人士 の地位 向上 を 目指 した こと

を解 明 した。 しか し醇道衡 の失 脚を もって・ その 目的 は頓挫 し・北斉系人士 は不遇 なま

ま,晴 末 の動乱 を迎 えた。 か くして,醇 道衡の北斉系人士 の地位 向上 を目指 す政治 路線

は,李 世民集 団の北斉系人士 に継承 され,彼 らは李世民 を守 り立 てることを通 じて,そ

れ を果 たそ うと したのである。

キー ワー ド:李 世民集 団,玄 武 門の変,北 斉系人士,関 朧 と山東 の対立,醇 道術

は じ め に

唐の二代皇帝 ・太宗李世民は,「貞観の治」 と称 される唐代の確立期を生んだことで有名で

ある。その治世は,武 徳9(626)年6月4日,玄 武門の変において,兄 と弟を殺 し,父 高祖

(李淵)に 退位を迫 ることによってもたらされた。では,こ のような厳 しい権力闘争をへて,

次の 「貞観の治」を現出せ しめた李世民集団とは,ど のような ものであったのだろうか。その

人的構成から性格はどのように理解できるのだろうか。

李世民の下に結集 した勢力の全体像を示 レ,基 礎的研究を行ったのは,布 目漸減氏であった。
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氏は高祖朝の三省六部,李 世民の薬王府,李 建成の東宮,斉 王手元吉の斉王府の人的構成を再

現 し,個 々の人物の系譜を分析 した。その上で,太 宗政権は基本的に,北 朝後期の支配層か ら

変質 していないことを論 じ,西 魏 ・北周の支配層が則天武后の立后までイニシアティブを握る

とされる陳寅恪氏の 「関朧集団説」を補強 したω。

その陳賓格氏であるが,氏 は李世民集団の構成要素について,晴 ～唐初の史書に現れる山東

豪傑の存在に着 目した。陳氏によれば,山 東豪傑 とは北魏時代に,山 東ω方面に徒民されて官

戸となった高草 ・丁零に淵源を持つ新興階層であるという。李世民はクーデターを起すにあた

り,洛 陽を拠点 として山東地域に地盤を築 くために,彼 らの武力を活用 した,と 氏は論 じた(3)。

この陳氏の説が契機 となって,李 世民集団の形成に山東出身の人士が深く関わっていることが

認識されるようになったのである。陳氏は,階 ～唐初の政治史を,関 朧地域を基盤とする関朧

集団 と山東地域に基盤を持つ山東集団 との二つの地域集団の対立抗争史 として捉えており(4),

玄武門の変 もまた,そ の一騎として位置づけた。

これ とは別に,氣 賀澤保規氏は,北 周 ・階政権が征服 した北斉の遺臣を冷遇 し,そ の権力基

盤である山東地域を強圧的に統治 したことが,階 末の動乱の背景にあることを明 らかにし㈲,

玄武門の変の背景に 「関瀧と山東の対立」があることを示唆 した(6)。この説を踏 まえれば,晴

～唐初において,山 東集団の中心には,北 斉系人士が関係すると考えられることになる(7)。

さて,近 年にいたっても,こ の李世民集団中の北斉系人士は注 目されてお り,李 錦繍氏(8)・

山下将司氏(9)の専論が出されている。

そのうち李錦繍氏は,陳 氏の関瀧集団及び山東豪傑の定義を踏まえた上で,関 朧集団に属す

る李世民 ・楊玄感 ・李密の三者を比較 し,李 世民が最終的な勝者となった要因を,関 朧集団を

盟主 とす る山東豪傑集団との同盟が成立 したことに求めた。ただ氏は,李 世民と山東豪傑集団

が結びついた経緯 ・理由については触れておらず,そ れが具体的に何であったか,と いう疑問

が残 される。

そして,以 上の諸研究の上に立 って,近 年,注 目すべき成果を挙げたのが,山 下将司氏であっ

た。氏は,陳 寅恪氏以来の玄武門の変研究は,こ の事件を関朧集団内の権力闘争 と位置づけ,

政権構造の質的変化について言及 してこなかったと指摘 し,改 めて李世民集団中の山東勢力 に

ついて分析を加えた。

山下氏は,玄 武門の変で李世民に加担 した人物を,正 史 ・石刻史料等か ら19名 抽出した。

そのうち山東出身者(北 斉系人士を含む)が12名 にのぼることか ら,こ の事件における山東

勢力の重要性を再確認 した。その上で,李 世民集団の山東出身者には,太 宗朝の名宰相房玄齢

をは じめとして,済 水流域(is)の出身者が多いこと,彼 らが一定の集団性を以て,李 世民の幕府

に加わったことに注 目した。そして房玄齢の一族=清 河房氏の系図を,文 献史料 ・石刻史料か

.ら再現 し,房 氏代々の洪水流域の地方官の任官状況を示 した上で,房 氏が済水流域に,大 きな
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影響力をもっていたことを明 らかにした。そして房玄齢が媒介 となって,李 世民集団に洪水流

域の人士を結集 させたことを推定 した。また山東勢力を中心とする李世民集団と太原元従を中

心とし,関 中十二軍を基盤 に置 く李淵集団の質的な差異を論 じ,玄 武門の変を関朧集団内の権

力闘争とする理解は,不 十分であることを強調されたのである。ただ山下氏は,李 世民集団が

山東を,李 淵集団が関朧(開 申十二軍)を 基盤としたが,こ れは即座に 「関瀧と山東の対立」

を指す ものではないとして,玄 武門の変にその図式を適用 とすることを躊躇 している。

このように,こ れまでの先行研究では,布 目氏の見解を除いて,李 世民の背後勢力における

北斉系人士の重要性が再三 にわたり強調 されてきた。中でも,山 下氏は12名 の北斉系人士を

詳 しく分析 して,そ の存在の重要性を指摘 した。ただそこでは,宰 相 となった房玄齢 と高士廉

を除いては,す べて武人系で,貞 観時代 に政治の中枢にはいなかったことが指摘できる。 そし

てその武人系の著たちは,陳 寅恪 ・李錦繍両氏が着目した山東豪傑のメンバーがほぼ包括 され

ているω。もし太宗政権の中核を,李 世民集団に見出すのであれば,貞 観時代の政治の主導権

を握っていた文人官僚に焦点をあてなくてはならないだろう。それに加えて,布 目氏の考証を

ふまえるだけで も,房 玄齢 と高士廉以外にも,北 斉系人士を多数挙げることができる。山下氏

は李世民集団内の北斉系人士の全体像にまで,考 察が及んでいないといってよいだろう。

では,李 世民集団の北斉系人士グループは,ど のような紐帯で結ばれていたのか。これに関

しての先行研究は,陳 氏や山下氏が,李 世民集団の北斉系人士を 「山東集団」と称 したように,

地縁的紐帯を重視 してきた。地縁が紐帯であったことは否定 しないが,さ らに具体的に北斉系

人士間を結びつけたもの,人 間関係にまでふみこんだ考察がなされていないように思われ る。

さらに関係がわかることで,李 世民集団の形成過程の解明になるのではなかろうか。

また先行研究では,李 世民が山東に地盤を築 くために,北 斉系人士を積極的に登用 したこと

が 強 調 され る。 しか しな が ら,一 方 の 北 斉 系 人 士 の側 に立 って,彼 らが どの よ うな 動 機(政 治,

的 目的)で,李 世 民 と結 び つ い た の か と い う こ とに つ い て は,先 行 研 究 で は ほ とん ど触 れ られ

て い な いQ

本稿では上記の点を明らかにするため,李 世民集団における北斉系人士間の人間関係を,具

体的に婚姻 ・交際関係を整理 し,そ のことを通 して,李 世民 と結びつ くにいたる政治的目的は

何であったかを考察 し,太 宗政権を解明する一助としたい。

1.李 世民集 団中の北斉系人士 グルー プ

(1)房 玄齢の婚姻関係と李世民集団の形成・

本論に入る前に,李 世民集団の北斉系文人官僚の全体像を示 しておこう。まず布 目潮楓氏の

研究(12)によって,李 世民の幕府の概要を述べよう。李世民は高祖朝において,15の 官爵 に就

任 したという。その殆どが遥領であって,と くに李世民集団の形成に深 く関係 したのは,秦 王 ・
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天策上将 ・陳東道大行台尚書令であった。唐代では親王の下には,直 属の幕府が置かれ,李 世

民も秦王 として開府 している。天策上将は,山 東を平定 した李世民に与えられだ,王 公より上

位に置かれた名誉的称号で,幕 僚を置 くことが許されていた。陳東道大行台尚書令は,山 東地

域の一部である河南一帯を総督するため洛陽に置かれた陳東道大行台尚書省の長官で,李 世民

が洛陽に地盤を築 くのに利用 した官職である㈲。以上の三機関は,布 目氏が述べている通り,

いずれ もほぼ李世民の意思通 り,ス タッフを招致することができ,李 世民集団の人士の大部分

が,そ の三機関の属官であった。

それら三機関の人的構成は,布 目氏がほぼ再現 しているが('4),氏の目が及んでない石刻史料

より,若 干増補修正することが可能である。そこから,布 目氏の研究成果を踏まえ,既 存文献

史料や石刻史料を以 て補完 して,秦 王府の文官に就任 した北斉系人士を整理すると,「 表1

李世民集団の北斉系人士」のごとくとなる。以下,本 章では,こ の表で列挙 した北斉系人士を

対象 として,李 世民集団の北斉系人士間の婚姻関係 ・交際関係を再現 してみることとする。

表1李 世民集団の北斉系人士

祖父 父 典 拠
No. 名 前 本貫

名 官 職 名 官 職
官 職

石 刻 正 史

1 房玄齢 斉州
臨潤

熊
北魏 ・広

川太守
彦謙 階 ・渥陽令

楽府記室参軍 ・文

学館学士 ・行台考
功郎中

(昭)「 房彦謙碑」

北39

階66

旧66

新96・

2 高士廉
渤海
蔭

岳
乗数 ・尚

書 令
働 北斉 ・楽安王 雍州治中 (昭)「 高士廉螢兆記」

北51

階55

旧65

新95

3 李玄道 鄭州 瑛
北 魏 ・著

作 作郎
行之 陪 ・都水使者

秦府主簿 ・文学館
学士

一

北100

旧72

新102

世72上

4 盧赤松
幽州
池場

道亮 処士 忠道
北斉 ・文林館

学士→

階 ・武楊太守

行台兵部郎中 一

北30

階57

1日81

新106

5 盧君胤 懸之
北 魏 ・耶

州 刺史
文構 階 ・長陵県令.

行台膳部郎中・
行台屯田郎中

(北図)9「 盧文構墓誌」

(35)「 李月相墓誌」
世73上

6 封倫
観州
蔭

隆之
北 斉 ・太

子 太保

.

子繍 階 ・通州刺史 天策司馬 『

北24

北 斉21

旧63

新100

7 封泰 子繍
晴 ・通州

刺史
徳誉 晴 ・南 由令 秦府参軍 (1297)「 封泰墓誌」

北斉21

北24

8 酵収 孝通
北魏 ・常

山太守
道徳

北斉 ・文林館

学士→

晴 ・司隷大夫

秦府主簿 ・文学館

学士 ・行台金部郎

中 ・天策記室 参軍

(昭)「 醇収碑」

9 酵元敬
満州
扮陰 温

北周 ・都

州刺史
適 階 ・刑部侍郎

秦府文学館学士 ・
天策参軍兼直記室

一

北36

階57

旧73

新98

世73下

10 酵懐昼 処道 ? 徳元 ? 天策功曹参軍 (2949)「 醇嵩簡 墓誌」 世73下
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11 温大雅
太原
祁

裕
北魏 。太

中大夫
君悠

北斉 ・文林館

学士→

晴 ・司隷従事

行台工部尚書
(昭)「 温彦博碑」

(139)「 温彦 博墓誌」

旧61

新91

世72中

12 顔思魯 協
梁 ・鎮西
記室参軍

之推
北斉 ・文林館

学士→

晴 ・東宮学士

素膚記室参軍

13 顔師古
雍州
万年 敦煙府文学→

中書舎人
(北 図)28「 顔勤 礼碑J

北83

北斉45

南72

旧73

新198

14 顔相時

之推

北斉 ・文

林館学士
→晴 ・東

宮学士

思魯
顔思魯の項参
照 秦府文学館学士 ・

天策参軍

15 杜正倫
相州
垣水

景 処士 裕 北斉 ・楽陵令 直秦府文学館 一

北26

旧73

新106

世72上

16 唐倹
井州
晋陽

匿
北斉 ・宰

相
豊 階 ・戎州刺史 天策長吏 (昭)(612)「 唐倹墓誌」

北55

旧58

新89

世74下

17 孔穎達
翼州
衡水

硯
北魏 ・捨
書持御史

安
北斉 ・青州法
曹参軍

楽府文学館学士 (昭)「 孔穎連弾」
lB73

新198

18 蓋文達
翼州
信都

延

北斉 ・安

平王計曹
従事

永 階 ・葡県令 楽府文学館学士 (金)46「 蓋文達碑」
1日189

新198

19 戴冑
相州
安陽

? ? 景珍
北魏 ・司州従

事
秦府士曹参軍 一

1日70

新99

世72中

20 李守素 趙州 緒
北魏 ・翼

州司馬
少連 郡州司戸参軍

秦府文学館学士 ・
天策倉曹参軍

一
旧72

新102

世72上

21 李桐客
翼州
衡水

? ? ? ? 秦府法曹参軍 一 旧185上

新197

22 張雲 南陽
白水

世
北斉 ・寛

州刺史
恭 階 。徐州司馬 秦府左右 (345)「 張雲墓誌」 一

23 正安
河南
偲師

通
予州大中
正 道

北斉?洛 州主
簿

秦国検校 (136)「 王安墓誌」 一

24 張彦
河内
修武

志立
北魏 ・海

陵令
荘

北斉 ・魏郡戸

曹
楽府参軍 (1146)「 張彦墓 誌」 一

[凡例]
・典拠(正 史)の 略記号は,・階=『 略書』,旧=『 旧唐書』,新=『 新蔵書』,数字は巻数。

・典拠(石 刻)の 引用書略記号は,(金)=『 金石葦編』(数字は巻数),(北 図)=北 京図書館金石細編 『北京図書館蔵中

国歴代石刻彙編』(数字は冊数)(中 州古籍出版社,1989～1991年),(昭)=張 柿編 『昭陵碑石』(三楽出版社,1993

年)。
・唐代墓誌の前には,括 弧附きの番号を附した。 これは,氣 賀澤保規編 『新版唐代墓誌所在総合目録』(汲古書院,

2004年)で,墓 誌に附された番号である。引用墓誌の所在についてはこちらを参照 されたい。
・ゴチ人名は,本 文で指摘した醇道衡グループ出身の人士。

さて,李 世民 の謀 主 と して有 名 な の は,房 玄 齢(表1-1)で あ る。 そ れ は,『 旧暦 書 』 巻66・

本 伝 に,

隠 太子 将有 変也,太 宗 令 長 孫 無 忌 召玄 齢 及 如 晦,令 衣 道 士 服,潜 引 入 閤 計 事 。

隠 太子(李 健 成)の 将 に変 有 らん とす る や,太 宗,長 孫 無 忌 を して 〔房 〕 玄 齢 及 び 〔杜〕

如 晦 を 召 して,道 士 の 服 を衣 て,潜 か に 引 き て 閤 に 入 り事 を 計 ら しむ。

とあ る こと か ら確 認 で き る。 房 玄 齢 は斉 州 臨漉 の人 で,北 斉 系 の 房 彦謙 の子 で あ る。 房 玄 齢 は,

太 原 か ら関 中進 撃 中 で あ っ た李 世 民 の 陣 営 を訪 れ,以 後,そ の 幕 府 の記 室 参 軍 と な った 。 『旧
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暦書』巻66・ 本伝に,

〔房〕玄齢,独 先収人物,致 之幕府。及有謀臣猛将,皆 与之潜相中結,各 尽其死力。

〔房〕玄鶴,独 り先に人物を収め,之 を幕府に致す。謀臣猛将有 るに及びては,皆 之と潜

かに相い申結 し,各 おの其の死力を尽 くさしむ。

とあることか ら,彼 が求め られたのは李世民集団のための人材収集であった。山下氏の指摘に

よれば,房 玄齢の家は代々洪水流域に影響力を持 ち,李 世民集団に洪水流域の人士が加わる媒

介となったという。すなわち,房 玄齢は李世民集団の形成に関わる,キ ーマンの一人であった。

山下氏の研究では,房 玄鶴 と李世民集団の北斉系人士とどのような人間関係があったか,明 ら

かにされていない。ここでは房氏周辺の婚姻関係 に目を向けてみよう。

まず,房 玄齢の叔父にあたる房彦調の墓誌に拠れば㈹,彼 は落陽盧氏を姿 っている。薄陽盧

氏は,い わゆる山東門閥に数えられる。 とくに北朝か ら唐代まで通 じて栄えたのは,北 魏の

「姓族分定」で漢人門閥の頂点たる四姓に列 した盧玄の四人の曾孫,「 北祖四房」(大 房 ・第二

房 ・第三房 ・第四房グの家系である。この系統は,唐 代に山東門閥間の通婚を禁じた禁婚家の

認定を受けた家系で,盧 氏の嫡流であった㈲。房彦詞夫人は,曽 祖父を盧淵(字 ・伯源,幼 名 ・

陽鳥)と 言い,大 房の始祖 にあたる人物で,盧 氏の嫡流と見なされる。

李世民集団にも大房盧氏に属す盧赤松(表1-9)が いる。盧赤松 と,は とこ関係にある女

性が房彦調の妻なのである(系 図1「 清河房氏 ・渤海封氏 ・萢陽盧氏婚姻関係図」参照)㈲ 。

また房玄齢 自身 も萢陽盧氏を嬰っており,彼 女は系統不明ながら房彦調 との婚姻関係か ら考え

て,盧 赤松と近縁の者ではなかったか。とすれば,房 氏と盧氏が北朝末～唐初に至るまで,代 々

婚姻を結ぶ近い関係にあったことが示唆される。

薄陽盧氏は北朝～晴唐期において,山 東門閥間で閉鎖的な身分的内婚を維持 しており,と く

に北朝期 において,朧 西李氏 と代々通婚 していたことが知 られている㈹。李世民集団には,朧

西李氏(姑 減房)ゐ 流れを くむ薬王府主簿 ・文学館学士である李玄道(表1-3)が いた。薬

王李世民のブレーンとして名高い 「秦王府十八学士」の一人である。そして李玄道は 「本朧西

人也。世居鄭州,為 山東冠族(本 朧西の人なり。世よ鄭州に居 り,山 東の冠族 と為 る)。」 とあ

るように⑲,郡 望の朧西は山東に属さないが,代 々,鄭 州を本貫地 とし,山 東貴族 と見なされ

ていた。

加えて,李 玄道の父である歩行之は,北 斉では斉郡太守兼青州刺史 となり,後 に階へ入仕 し

そ下灘太守 となった人物で,北 斉系の家柄である。歩行之は盧赤松の祖父盧道良の娘を嬰って

いる⑳(系 図2「 萢陽盧氏(第 二房)・ 鹿西李氏(姑 賊房)婚 姻関係図」)。歩行之の妻 は盧赤

松か らみれば叔母にあた り,李 玄道 と盧赤松は従兄弟同士 となる。なお,房 玄齢は李玄道か ら

見れば従甥(従 姉妹の子)に あたり⑳,婚 姻関係が結ばれていた。

また,李 玄道の叔父にあたる李産之は,盧 赤松の祖父の兄弟である魔道将の娘を嬰 っている。
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系図1[清 河房氏 ・渤海封氏,菊 陽盧氏婚姻関係図]

圖_璽 無団
匪 垂]敏(傾 ・鋤 伯源(北魏 ・潴 監)

熊(北 魏・広川太守) 画
図

適度 、北魏.贈司空,道 良 、。熱 郡太守)(北 斉駝 太保・

昌裕(北 斉 ・斉家太守)悪 道鮎 子繍
Ill

乗県令・← 一 「

夷吾★

画
(晴 ・武隣太守)(階 ・通州刺史)山

盛氏 ぐ一 一レ 総 ・徳讐

彦謙・ 締 琢 纐1
(晴'醐 県令'

.馳 李氏 ・姑賜 搬 ・・東道大行台兵部郎中)(秦 鴇 。,

婚厨 人名に付 した記号

幽 趣 麺 一 一 函.鵡 ヒ撫 葦笛学:L★、難 語碑が現存

系図2[萢 陽盧氏(第 二房)・ 朧西李氏(姑 藏房)婚 姻関係図]

朧西李氏(姑 藏 房)池 場盧氏(第 二房)

承(北 魏 ・発揚太守)・ 系図l

/
紹(北魏・定州刺史)敏(北 魏・議郎)

il
理(北 魏 ・通直散騎侍郎)義 僖(北 魏 ・都官尚書)

甲 ・ 一 ・一
輪露 讐 輪 宝〔掌

一 …
翻(唐 ・陳東道大行台考功郎中)

人 名に付 した記号

▲:北 斉 の文 林館学士 ★:墓 誌 ・墓碑が現存

姻:李 世 民集団 ぐ一レ:夫 婦 関係

その娘である李月相,つ まり李玄道の従姉妹にあたる女性は,盧 文構に嫁いでいる⑳。盧文構

は 「北祖四房」の第二房の流れを汲む人物である。第二房は慮外松の曽祖父である盧淵の弟,

虚威より別れた家系で,盧 文構 と李月相の間に生まれた庸君胤(表1-5)も また,李 玄道と

同じく秦王手世民に仕え,陳 東道大行台尚書省の膳部郎中と屯田郎中を歴任 している(系 図2)。

さらに,李 世民派の宰相の一人として天策府司馬を兼任 した,山 東貴族の渤海封氏に連なる
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封倫(表1-6)の 舅は,盧 忠道と言い,盧 赤松の父その人である㈱。 また,封 倫のおいの封

泰(表1-7)も,薬 王府参軍 として李世民集団に参加 した(系 図1)。

このように,房 玄鶴(清 河房氏)は,李 世民集団の北斉系人士である盧赤松(薄 陽盧氏大房)・

盧君胤(萢 陽盧氏第二房)・ 封倫 ・封泰(渤 海封氏)・ 李玄道(朧 西李氏姑藏房う らと,婚 姻関

係を結んでいた。この婚姻 グループを仮に 「房氏グループ」と呼称 しよう。

② 李世民集団の形成 と醇道徳の人脈'

前節では秦王府の北斉系人士間の婚姻関係を確認 したが,つ ぎに彼 らの交際関係を見ておこ

う。李世民集団に属する北斉系人士,あ るいはその兄弟 ・縁者の正史の列伝中では,立 伝され

た人物が,あ る人物 と友誼を結んだ,あ るいは推薦された,あ るいはその人物を見込まれて評

価 された,と いう記事が しば しば確認できる。

例えば,北 斉の宗室の流れを汲む高士廉(表1-2)の 列伝(『 旧暦書』巻65)に は,

〔高〕士廉少有器局,頗 渉文史。階司隷大夫醇道術 ・起居舎人崔祖溶並称先達,与 士廉結

忘年之好。

〔高〕士廉,少 くして器局有 り,頗 る文史に渉る。階の司隷大夫醇道術 ・起居舎人崔祖溶,

並びに先達と称 し,士 廉と忘年の好を結ぶ。

とあり,高 士廉は,醇 道衡 ・崔祖溶 と忘年の交わりを結んだことがわかる。ここで注 目したい

のは,醇 道衡なる人物で,彼 は名門河東醇氏の出身で,北 斉 。北周に仕え,晴 代では内史侍郎 。

司隷大夫などの要職を務め,代 表的な北斉系人士の一人と目される㈲。さらにその息子の醇収

(表1-8),醇 道衡の兄醇温の孫にあたる醇元超(表1-9)は,と もに李世民のブレーンと し

て有名な 「秦王十八学士」 に名を連ね,血 縁にあたる醇懐昼(表1-10)も また天策府功曹参

軍 となっており,こ れらの事実は,醇 道衡の一族が李世民集団の重要な構成員であったことを

示唆する。

高士廉 と同 じように,醇 道衡 と縁深い人物に,李 世民集団の温大雅(表1-11)が 挙げられ

る。温大雅の弟,温 彦博の伝(『 旧唐書』巻61)に は,

初,其 父友醇道衡 ・手綱常見 〔温〕彦博兄弟三人,威 歎異日 「皆卿相之才。」

初め,其 の父(温 君悠)の 友の醇道術 ・手綱,常 に 〔温〕彦博兄弟三人を見て,威 な歎異

して曰 く 「皆卿相の才な り。」 と。

とあり,温 大雅兄弟は,父 温君悠の友人である醇道術 ・手綱から 「卿相の才」と評されたとい

う。ここからは,温 君悠父子が世代を超えて,蘇 道衡と交際 した様子が窺える。このように,

醇道徳と世代を超えて交際 した李世民集団の北斉系人士の例 として,顔 師古(表1-13)が 挙

げられる。『旧唐書』巻73・ 本伝には,彼 が安養県尉になった時の事跡を伝えて,

時醇道衡為嚢州総省,与 其祖有旧(25),又悦英才,有 所綴文,嘗 使其椅捷利病,甚 親睨之。

28



即位前の唐太宗 ・秦王手世民集団の北斉系人士の分析

時に醇道衡,嚢 州総省 と為 り,其 の祖(顔 之推)と 旧有 り,又 其の才を悦び,綴 る所の文

有れば,嘗 に其の利病を椅擁せ しめ,甚 だ之 と親睨す。

とある。顔師古は,入 関途上の李淵軍に投 じ,李 世民の幕府である激焼公府文学となり,高 祖

朝では中書舎人となった㈲。玄武門の変前夜,彼 はすでに,李 世民の幕僚ではなかったが,

『新唐書』巻201・ 文藝上 ・衰朗伝の李世民派の人士を列挙 した記事にその名を留め,李 世民

集団と見なせる人物である。上記の史料からは,彼 の祖父顔之推もまた,醇 道衡の旧友であり,

彼自身 もまた醇道衡と親 しく交際したことがわかる。それに加えて,顔 師古の父顔思魯(表1-

12)は,秦 府記室参軍を勤め,弟 の顔相時(表1-14)も また,秦 府文学館学士に抜擢 されて,

「秦王十八学士」に数えられ,と もに李世民集団に参加 している。

このように,李 世民集団には,醇 道衡と関係が深い人物 として,醇 収 ・蘇元超 ・醇懐豊 ・高

士廉 ・温大雅 ・顔思魯父子が挙げられ,そ の中でも,温 大雅の父温君悠 ・顔思魯の父顔之推は,

醇道術の友人であった。温君悠は北斉に仕えて文林館学士 となり,階 では酒州司馬 ・司隷従事:

を歴任 した〔27)。顔之推は,『顔氏家訓』の著者 として有名で,は じめ南朝の梁に仕えていたが,

侯景の乱に巻き込まれ,紆 余曲折をへて,北 斉 ・北周 ・晴に仕えた人物である。北斉では黄門

侍郎となり,文 林館学士を兼任 した㈱。

温君悠 ・顔之推 らが任命された文林館学士は,醇 道衡 も就任 している⑳。文林館とは,北 斉

末期の武平4(573)年 に,漢 人貴族 グループの領袖祖班の肝煎 りで,類 書 『修文殿御覧』の

編纂を目的として設立 されたアカデ ミーである。当時の北斉政界は,勲 貴 ・恩倖 ・漢人貴族が

三つ巴とな って抗争 しており,漢 人貴族の牙城という側面 もあった。文林館学士 は待詔文林館

とも言い,こ の学館詰あの学士のことである㈹。すなわち,醇 道衡 ・温君悠 ・顔之推もまた,

そのメンバーであった。

醇道衡 ・温君悠父子 ・顔之推父子 らの交際か らも判明するように,彼 ら文林館系の結束の強

さは,そ の子弟の世代にまで及んでいた。そ して,文 林館系の人脈,と りわけ薩道衡の人脈は,

李世民集団の構成要素 として,重 要な部分を占めていたのである。

しか しなが ら,李 世民集団の北斉系人士グループが,文 林館系のみで構成 されていたわけで

はない。前節で述べた房氏 グループも,重 要な構成要素であった。では,醇 道衡 と房氏グルー

プに属する李世民集団の北斉系人士(① 房玄鶴,② 盧赤松,③ 盧君胤,④ 封倫,⑤ 封泰,⑥ 李

玄道)と は,如 何なる人間関係があったのだろうか。

それについて検討 した結果,醇 道衡 と直接交流 した可能性があるのは,① 房玄齢,② 盧赤松

の二名であった。以下,考 証の結果を示 しておこう。

① 房玄齢(表1-1)

房氏グループの中心人物である房玄齢 と,醇 道衡が直接交流を持 ったとす る記事は,見 出せ
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ない。 しかしながら,彼 の父の房彦謙は 『階書』巻66・ 本伝に,

内史侍郎醇道衡,一 代文宗,位 望清顕,所 与交結,皆 海内名賢。重 〔房〕彦謙為人,深 加

友敬。

内史侍郎醇道衡,一 代の文宗にして,位 望は清顕,と もに交結する所は,皆 海内の名賢な

り。 〔房〕彦謙の人 と為 りを重ん じ,深 く友敬を加 う。

とあるように,醇 道衡 と親密に交際 した。 さらに,『北史』巻39・ 房彦謙伝では,房 彦謙と友

誼を結んだ人物として王助 ・再構 ・手綱 ・郎茂 ・郎穎 ・柳或 ・醇儒 ら7名 を列挙するが(3D,そ

のうち,醇 道衡と縁深い関係があったと目される人物を4名 見出す ことができた。以下に考証

した結果を述べてお く。

A王 勤

王勘は藤善眞澄氏の研究によると㈱,門 閥太原王氏(大 房)に 連なり,北 斉では文林館学士

とな り,晴 に仕えて著作郎となった。王勘は文林館系なので,醇 道衡 との交流があったとみて
幽
よいのではないか。

B高 構(高 孝基)

高構は字を孝基と言い,北 海郡の出身である。北斉に出仕 して平原太守 となり,階 の場帝の

時,史 部侍郎 まで昇進 した。『購書』巻66・ 本伝には,

河東醇道衡,才 高当世。毎称 〔高〕構有清竪,所 為文筆,必 先以草呈構,而 後出之。構有

所話調,道 衡未嘗不嵯伏。…中略…所挙杜如晦,房 玄齢等,後 皆自致公輔,論 者称構有知

人之豊。

河東の蘇道衡,才 は当世 に高 し。毎に 〔高〕構の清墾有るを称 し,為 す所の文筆,必 ず先

に草を以て構に呈 し,而 る後に之を出だす。構の誕謁する所有れば,道 徳未だ嘗て嵯伏せ

ずんばあらず。…中略…挙げる所の杜如晦 ・房玄齢等,後 に皆自ら公輔を致す。論者,構

の知人の竪有るを称す。

とあ り,醇 道衡と深い交流があっただけでなく,李 世民集団の房玄齢 ・杜如晦を推挙 した人物

として知 られている。

C李 綱

手綱は 『旧暦書』巻62・ 本伝によれば,山 東の渤海蔭県に本貫を置 くが,父 の李制は北周

の車騎大将軍で,自 身 も北周の斎王宇文憲の参軍で起家 しており,北 斉系ではな く北周系であ

る。前掲 した 『旧暦書』巻61・ 温彦博伝にある通 り,醇 道徳 ・温君悠の友人で,温 氏の兄弟

を醇道衡 と評価 した。また 『旧暦書』巻73・ 顔師古伝によれば,顔 師古 もまた彼の推薦で安

養県尉となったように,文 林館系の人物と交流を持 った。'

D醇 揺

酵儒は,陪 に出仕して嚢城郡縁となった。醇道衡の血縁で,醇 収の継族父にあたる(お)。
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上記の考証によって,醇 道衡 と房彦謙の互いの交遊関係に,共 通する部分があったことが明

らかとなった。また,房 彦謙が交遊 した人士には,醇 道徳と同じ文林館系の王勧がおり,手 綱

のように文林館系 と親 しい人物がいた。以上の事実は,房 彦謙の人脈が文林館系にまで及んで

いたことを示唆する。

また,『 旧暦書』巻73・ 醇牧伝には,

.醇 収字伯褒,満 州扮陰人,晴 内史侍郎 〔醇〕道衡子也。…中略…秦府記室房玄鶴薦之於太

宗。…中略…投棄府主簿,判 陳東道大行台金部郎中。

醇収,字 は伯褒,満 州扮陰の人,階 の内史侍郎 〔醇〕道徳の子なり。…中略…秦府記室房

玄齢,之 を太宗に薦む。…中略…秦府主簿を授けられ,陳 東道大行台金部郎中を判ず。

とあり,房 玄齢は,父 の友人であった醇道衡の息子の醇牧を,李 世民 に推薦 している。 そこか

ら,両 者の父親同士の交遊関係が,息 子たちの代まで影響を与えていることが窺える。房玄齢

と蘇道衡は直接交流を示す史料が無 くても,父 房彦謙及びその人脈を通 じて,交 際を持った可

能性が高い。

② 盧赤松(表1-4)

盧赤松は前節で再現 した婚姻関係以外に,『旧店替』巻81・ 盧承慶伝の微細な記事以外,事

跡があまり伝わっていない。それによれば,晴 末,河 東県令となっていたが,李 淵と旧交があっ

たので,太 原で挙兵 した李淵の軍に参加 した。唐創業後,李 世民の幕府に陳東道行台兵部郎中

として迎えられ,後 に太子率更令とな り,間 もなく死亡 したという。彼 もまた醇道衡と直接交

遊 した記事は見えないが,そ の父庸愚道は北斉の文林館学士で,醇 道徳の友人であった㈲。文

林館系の醇道衡 ・顔之推 ・温君悠 らが世代を超えて交際した例からみて,盧 赤松 もまた直接醇

道徳 と,交 遊関係を持ったことが推定される。

以上,検 討 した房氏グループの6名 のうち,醇 道術と強いつなが りがあったと推測されるの

は,房 玄齢と盧赤松のみであった。 しかしながら,房 氏グループは婚姻関係で結ばれているの

で,必 然的に,③ 盧君胤,④ 封倫,⑤ 封泰,⑥ 李玄道 らも,薩 道衡とは接点をもつこととなる。

ここで注目されるのは,李 世民集団の下にあって,人 材収集に尽力 した房玄齢が房氏グルー

プだけでな く,文 林館系 とも強いつながりを持 っていたことである。それは房彦謙の交遊関係

が文林館系にまで及んでいたことや,房 玄鶴が醇道衡の子である酵収を推薦 したことからも確

認 される。ここから,房 玄鶴がその人脈を駆使 して,北 斉系人士を李世民集団に結集させた可

能性は十分に考えられる。山下将司氏は,房 玄齢の影響力を洪水流域の人士のみに限定 して論

じられているが,本 節で述べた婚姻関係 ・交遊関係を踏まえた場合,そ れより広範囲の北斉系

人士にまで影響力が及んでいたことが判明するのである。
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また,上 記で述べてきた房玄齢の人脈は,視 点を変えれば,醇 道衡の人脈とも言える。そこ

か らは,醇 道衡が文林館系 に留まらず,広 範囲な北斉系人士と交際 したことが鏡える。「表1」

か らは,北 斉系人士24名(醇 道徳の一族を含む)の うち,文 林館系 と房氏グルニプを包括 し

た醇道徳の人脈 に連なる人物が,15名(No.1～15)に のぼり,過 半数を超えるのである。そ

れは,彼 らが李世民集団に,集 団性を維持して参加 した証左 といえまいか。

2.階 の政 界 にお ける酵道衡

(1)醇 道徳の略歴

前章において,李 世民集団の北斉系人士の大部分が,醇 道衡の人脈に連な り,集 団性をもっ

て,李 世民集団に参加 したことが明らかとなった。 また,彼 らが集団性を維持 し続けたのは,

共通の政治的目的があったからではなかろうか。 また醇道衡は,な ぜ,北 斉系人士間に,広 範

囲な人脈を持っていたのか。 ここにおいて,酵 道衡なる人物が俄然注目される。政治家の人脈 ・

政治 目的は,そ の立場によって左右 される。そこで本章では,醇 道衡の伝記を 『購書』巻57・

『北史』巻36に 見える本伝を中心に,年 譜形式で整理 した上で(33頁 参照),晴 の政界におけ

る彼の政治的立場を検討 し,如 上の問題を明らかにしたい(35)。

醇道徳は河東扮陰の醇氏の出身で,北 魏末に常 山太守となり,後 に東魏の高歓に厚遇 された

醇孝通の子である。

北斉において蘇道衡は,司 州牧 ・彰城玉高激の兵曹從事に起家 し(22才),武 平元年(570)

には,五 礼の修定事業に参与 し尚書左外兵郎となった。この間,薩 道徳は,漢 人貴族の楊倍 ・

辛述 ・変織之 ・魏収 らから,そ の文才を賞賛され,名 門出身の文人官僚として,地 歩を固めて

いた。後に,主 客郎を兼ね陳の使者傅絆を接待 し,傅 緯の贈詩五十韻に和 し,北 朝だけでな く

南朝 までその文名が轟いた。

そのような彼が,漢 人貴族を中心とする文人官僚の牙城である文林館に入館するのは,当 然

の成 り行きであった。 この時,同 じく文林館学士の李徳林 ・顔之推 ・盧忠道 ・温君悠らと交際

し,北 斉滅亡後もともに北周 ・階政権に仕え生涯の盟友 となる。その後の官位昇進も順調で,

中書侍郎 ・太子侍読 となったCま もなく,漢 人貴族の領袖であった祖班 ・崔季野が相継いで失

脚 し,文 林館グループの勢力は後退 したが,蘇 道衡はこれらの事件に巻き込まれず,武 平7

(576)年,侍 中の斜律孝卿と政治の中枢に立 った。

北斉滅亡後,北 周の武帝によって,醇 道衡は文林館の盟友たちと,関 中へ半ば強制的に連行

された。北周政権下では,御 史二命士(正 二命)・司禄命士(正 三命)な どを歴任 しているが,

北斉で政治の中枢にいた彼にとって,あ まりに低い地位であった。

そもそも,北 周政権か ら見れば,醇 道衡らは亡国の遺臣であり,決 して優遇される立場では

なか った。 とくに北周の熱賛たちは,こ とあるごとに 「関中の旧意」を持ち出し,北 斉系人士
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酵道 徳 年 譜

[凡例]① 史料の略記号 は階 が 『階書 』で,北 斉 はr北 斉書』 で,北 はr北 史』 で,数 字 は巻数であ る。[晴 伝]と 略
した所 は 『購書』巻57・ 醇 道衡伝の略 である。 ②官職の官 品は 『階書」百 官志に拠 り,北 周 時代の もの については,

王仲牽 『北周六典』(中 華書局,1979年)を 参照 した。

朝代 無号(西 暦) 年齢 事 項

天平2(535) 1 酵 孝通 の子 と して生まれ るa。東
魏

興和2(540) 6 父の酵孝通死す 〔階伝⊃。

天保7(556) 22 司州牧 ・彰城 玉高激の兵曹従事 とな る[階 伝][北51・ 彰城王激伝]。

天保8～9年

(557～558)頃
一

23～

24
尚書左僕射後連彦に称され,奉 朝講(従七品)となる[晴 伝]。

皇建元(560) 26 武成帝,在 藩の丞相府記室となる[階 伝]。

河清元(562) 27 武成帝 即位 し,太 尉府主簿(六 品)と な る[晴 伝]。

武平初(570)頃 36 五礼修定に参与 し,尚 書左外兵郎(六品上)となる[階 伝]。

36～

39
主客郎(六品)を兼ね陳の使者傅紳を接待,傅 紳の贈詩五十韻を和 し,文 名を挙げる[陪 伝]。

一

武平元～
4(570～573)頃

一

武平4(573)
一

39
文林館が設立され,文 林館学士(待詔文林館)を兼ねる。同僚の李徳林・顔之推 ・慮忠道 ・温君悠と交遊[北
8北 斉紀]。

本官を以て直中書省となる[階 伝]。
武平5～6

(574～575)頃

40～

41
中書侍郎(従 四品上)・ 太子侍読(官 品不明)と なる。

武平7(576) 42 侍中解律孝卿と政治の中枢を握る。

[北周軍 の進入,幼 主即 位。]

後生,済 州 に退却。 北海王(一 品)・ 侍中(三 品)と なる[北 斉20・ 斜律孝卿伝⊃。

隆化2(承 光元 ・

北周建徳5・577)
43

幼主の任城玉高港への禅位を画策。

北斉滅 び,北 周 の武帝 に従い入関。

北周 の武帝 によ り,御 史二命士(二 命)と な る。間 もな く下野 し,郷 里 に冊る[晴 伝]。

建徳6～ 大象元

(578～579)頃

44～

45
再 び仕官 し,司 禄上士(三 命)と な る[階 伝]。

北

斉

北

周

晴
文
帝

丞相楊堅(後 の階文帝)に 与 し,王 謙の乱の平定 に従事 した功績 で,摂 陵州刺史 となる[晴 伝]。
大象2(580) 46

益州経管梁容を通 じて,楊 堅の皇帝即位を献策[陪37梁 書伝]。

唱

47

儀 同 ・摂叩州刺史 となる[略 伝]。
大定元(581)

開皇元(581) [周晴革命]

連座 して除名 される。罪 状は不明[階 伝]。

開皇3(583) 49
河 閻王揚弘 の幕僚 と して,突 豚遠征に従軍 した功績で,内 史舎人(正 六 品上)と なる。 内兜令は旧友 の李徳林

[晴1文 帝紀 ・晴84突 顕 伝]。

開皇4(584) 50 兼散騎常侍(従 三 品)・ 聰 陳主僕 として,陳 に使 いす[階1文 帝紀 ・陪 伝]。

開皇8(588) 54 平陳の役に従軍 し,灘 南道行台尚書吏部郎(視正六品)となる[略 伝]。

開皇9(589)頃 55 平陳の役の論功行賞,史 部侍郎(正四品上)となる[階 伝]。

開皇10(590) 56 [政界で北斉系人士の棟梁であった李徳林の失脚。]

権臣蘇威の朋党とされ除名[陪 伝]。
開皇12(592) 58

晋王楊広(後の場帝)の召しを辞す[晴 伝]。

政界 に復帰 し,内 史省に宿直す[略 伝]。.

開皇14～20

(594～600)頃

60～

66
上儀 同三 司(従 四 品上)・ 内史侍郎(正 四品下)と な る[階 伝}。

'上開府儀 同三 司(従 三 品)に 昇進
。 高穎 ・湯葉 と名声 をともにす る権 臣となる[階 伝]。

仁寿元(60D 67

一 一

友人の宰相楊素とともに朝政に参与[階 伝]。

仁寿2(602)

一

68

一 一 　 一 一 　 一

文帝が楊素 ・酵道衡の結託を恐れたため,検 校嚢州総督(視従二品～従三品)となる贈[略 伝]。

大業元(605) 71 揚帝即位 し,番 州刺 史(正 三 品)と な る[階 伝]。

燭

帝

一 一　 一 一 一 　 一 　

大業3(607)

一 　 一 一

74

一 一 一 一 一 一 一 一 　 一}『

上表 して,致 仕(引 退)を 願 う。 「高祖文皇帝 の頒」 を上奏 し,新 設 された司裁 台の長官,司 隷大夫(正 四品)

となる[階 伝][晴28・ 百官志下]。
一 一　

大業5(609)

一 一 一

75

一 一 一 一 一 一 　 一 　 『

場帝 によ り,死 を賜わる[晴 伝]。

注

※1醇 道術の享年 は,階 伝 によれば,齢70で あ ったとい う。 これか ら逆算 すれば,東 魏の興和2(540)年 生 まれと

な る。父 の臨孝通 は,同 年没 してお り(「北史』巻36),醇 道衡 はその晩年 の子 となる。 しか し,『階書』・『北史』

本伝 ともに,醇 道 衡は6歳 の時,父 を亡 くしたこ ととな って お り,こ れ を信 じれば,酵 道術の生年 は天平2(535)

年 にまで遡 ることとなる。現 在の所,ど ち らが正 しいか,決 め手 となる史料 はないが,暫 定的に後者 の535年 説に

従 ってお く。

※2嚢 州総 管の在任期 間の比定は,寄 仲勉 『隔番求是』(商'務印書館,1958年)を 参照 した。
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への敵悔心をあらわにした。逆に北斉系人士から見れば,文 林館が設立 されたことか らも看取

され るように,尚 文の気風があった北斉時代と比べ,殺 伐とした尚武の気風が溢れ,旧 時代的

な 「周礼主義」を採る北周政権下での生活は,決 して居心地の良いものではなからた。唐初ま

で,政 治 ・山東地方社会に影響を与えたとされる 「関朧と山東の対立」の図式が,徐 々に醸成

されつつあったのである㈹。それは醇道衡が北周に仕官しながらも,一 時は官を捨て郷里に帰っ

ていることからも看取されよう。

このように,北 周政権下で冷遇 されていた北斉系人士たちにとって,「 周晴革命」 は現状を

打破するまたとない機会であった。藤善眞澄氏は,北 斉系人士たちが晴を創業する楊堅(晴 ・

文帝)に 積極的に貢献する姿を,李 徳林を中心として活写 している。以下,氏 の研究によって,

「周階革命」時の北斉系人士の動向を略述 しよう(37)C

李徳林は,旧 文林館 グループの一人で,彼 は北周政権下にあって,例 外的に武帝から信任さ

れ,北 斉の遺臣たちの任用を専任されており,い わば北斉系人士の棟梁格であった。彼はその

自覚か ら,北 斉系人士の不遇な地位を改善するため,逸 早 く楊堅の幕僚 となり,晴 創業後は,

内史令 という宰相の地位を得た。

一方,「周階革命」のおり,醇 道衡は益州総省梁容の軍 に従軍 して,四 川で反乱 した反楊堅

派の王謙の平定に協力 し,梁 容を通 じて楊堅に皇帝への即位を献策 している。藤善氏によれば,

この醇道徳の姿 もまた李徳林と同様の文脈で理解されるという。

晴創業後も李徳林は北斉系人士の棟梁 として,北 斉系人士の基盤を奪わんとする郷官廃止や

郷里制施行に反対するなど,彼 らの権益擁護に尽力 した〔38)。李徳林の党派の中心にいたのは,

文林館系が強い結束力を持 っていたことから察するに,李 徳林 と同じ文林館系の著たちであっ

たと思われる。蒔道衡は突厭遠征に従軍 した功績で内史舎人になってお り,こ の人事に内史省

を束ねる内史令李徳林の力が働いたことは想像に難 くない。

しか しなが ら,一 元化支配を目指す階政権は,平 陳直後に北斉系人士の権益を擁護する李徳

林を排除 した。それは,階 政権成立後,な おも北斉系人士が不安定な地位にいたことを象徴す

る事件であり,醇 道衡 ら北斉系人士に衝撃を与えた(35)。

政界で棟梁 として仰いだ盟友李徳林の亡き後,醇 道徳は,文 帝期には吏部侍郎(開 皇9～12

(589～592)年)・ 内史侍郎(開 皇12～ 仁寿2(592～602)年)を 務め,場 帝期には新設 された

司隷台の長官である司隷大夫(大 業3～5(607～609)年)に 就任 し,朝 政の中枢 に参与 した。

ただ しその間,開 皇12(592)年 には蘇威の朋党として一時失脚 し,仁 寿2(602)年 には嚢州

総管とされて政治の中枢から外され,そ して最期には,場 帝の不興を買 って,死 を賜わるとい

う悲劇がまっていた。つまり彼の政治的地位は不安定であったのである。

ここで着 目したいのは,醇 道衡の司隷大夫就任である。醇道衡は李徳林が失脚するまでの間,

あ くまで李徳林派の一員にすぎず,李 徳林亡き後の官職も枢要な地位であるが次官級に留まり,
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主体的に政治を動かす立場にいなかった。それに対 して司隷大夫は,醇 道衡が初めて主体的に

政治を動かせる中央の長官級の地位である。

司隷大夫 としての彼の動向を追えば,彼 の政治的地位 ・目的が浮き彫 りとなろう。また彼は

司隷大夫在任中に処刑 されており,そ の処刑背景を考察すれば,何 故,彼 の政治的地位が不安

定であったか解明されるはずである。それ らのことについて,節 を改めて検討を加えたい。

② 酵道衡と司隷台

醇道衡の司隷大夫任官の事情は,『階書』巻57・ 本伝では,こ う説明される。

場帝嗣位,転 番州刺史。歳余,上 表求致仕。帝謂内史侍郎虞世基日 「道衡将至。当以秘書

監待之。」道衡既至,上 「高祖文皇帝頒」。…中略…帝覧之不悦,顧 謂蘇威日 「道衡致美先

朝。此魚藻之義也。」於是拝司隷大夫,将 置之罪。

揚帝,位 を嗣 ぐや,番 州刺史に転ず。歳余 して,上 表して致仕を求む。帝,内 史侍郎虞世

基に謂いて曰く 「道衡,将 に至 らんとす。当に秘書監を以て之に待すべし。」 と。道衡,

既に至るや,「 高祖文皇帝の頒」を上 る。 …中略…帝,之 を覧て悦ばず,顧 みて蘇威に謂

いて曰く 「道術,美 を先朝 に致す。此れ魚藻の義なり。」と。是に於いて司隷大夫を拝し,

将に之を罪に置かんとす。

蝪帝は醇道術を番州刺史から中央に召還 して秘書監に任命 しようとしたが,彼 の 「高祖文皇帝

の頒」を読んで,「 魚藻の義」が込め られているとし,司 隷大夫に任命 し,罪 に陥れようとし

た。「魚藻」 とは 『詩経』小雅 ・魚藻之什の篇名で,周 の衰亡を招いた幽王を風刺 し,創 業の

英主武王を懐古 した詩である㈲。場帝は醇道衡が,階 を創業 した父文帝の治世を懐かしんで,

暗に自分の政治が,晴 の衰亡を招 くと批判 したと考えた。すなわち 『隔番』を素直に読めば,

醇道衡の失脚は,大 夫就任か ら仕組まれていた。

しか し,こ の場帝の醇道術登用の動機は,や や不 自然である。 この時,薩 道衡が任命 された

司隷大夫 とは,蝪 帝によって新設 された司隷台の長官である。司隷台は地方観察を司る機関で,

その設置には,関 中本位政策か ら脱却 し普遍的な体制を確立 させる意図があった㈲。それだけ

に,そ の長官の人事は慎重であったはずである。醇道術は,司 隷大夫に就任する前,嚢 州総管 ・

番州刺史を歴任 している。嚢州は嚢陽を治所とする長江中流域の要衝であり(42),一方の番州は,

旧名を広州 と言い嶺南の要地である㈹。醇道衡は嚢州では 『購書』巻57・ 本伝に 「在任清簡,

吏民懐真意(任 に在 りて清笛,吏 民は其の恵に懐 く)。」 とあるような治績を挙げた。要地の長

官を歴任 し,治 績 も挙げた醇道衡は,地 方監察を総覧する司隷大夫に適任であった。場帝が醇

道衡を司隷大夫に抜擢 したのは,朱 脚を意図したとするよりも,醇 道徳の地方官としての治績 ・

'経 験を地方監察に生かされることを期待 してのものと考えた方が合理的である
。

これとは別に,『購書』巻67・ 斐藻伝には,斐 蕩の醇道徳の罪を論 じた上奏を受けて,場 帝
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は,「 我少時与此人相随行役,軽 我童稚。共高顕 ・賀若弼等外檀威権(我 少 き時,此 の人(蘇

道術)と 相い随いて行役(二 平陳の役)す 。我を童稚と軽んじ,高 穎 ・賀若弼等と共 に,外 に

威権を壇にす)。」 と述べたとされる。ここで,薩 道衡を含めて槍玉に挙げられた高穎 ・賀若弼

は,文 帝以来の功臣である。場帝の言か らは,彼 らがけむたい老臣であったことが見て取れる。

また,場 帝が醇道徳に死を賜 った直接の動機は,「大業令」 の完成が遅れたことについて,

醇道衡が 「向使高穎不死,令 決当久行(向 に高穎をして死せざらしむれば,令 は決 し当に久 し

く行わるべ し)。」(「陪審』巻57・ 本伝)と もらしたことにあった。高穎は場帝によって諌殺

されてお り,蝪 帝が老臣 ・醇道衡の言を,朝 政を批判したものと曲解させるのに十分であった。

この蒔道衡の処刑理由は,本 節冒頭で掲げた 『購書』巻57・ 醇道徳伝で,蝪 帝が醇道衡を司

隷大夫に任命 した理由と通ずるものがある。蝪帝が蘇道衡を排除 した動機として,先 代以来の

老臣への不満があったことも,一 概に否定できないが,『晴書』巻57・ 醇道衡伝にあるように,

醇道衡自身 も処刑直前 まで,自 分の処置が軽 くすむことを確信 していたことや,当 時の世人が,

醇道衡を冤罪 と考えたように,処 刑するには,や や強引な理由付けであった。

そ うであるとすれば,諄 道衡の失脚の理由は別に求められてよい。では,司 隷大夫としての

醇道衡は如何なる動きを示'したのであろうか。

司隷台の職掌は地方行政の監察である。その監察業務を行うのは司隷刺史とその副官たる司

隷従事 だちで,毎 年2～10月 に監察を行い,10月 に入朝 して皇帝に復命することとな ってい

た。その業務を総覧するのが,長 官の司隷大夫である(44)。この司隷大夫に就いた醇道術につい

て,『 階書』巻73・ 循吏 ・敬粛伝に,こ のような話がある。

敬粛字弘倹,河 東満坂人也。…中略…場帝嗣位,遷 頴川郡丞。大業五年,朝 東都,帝 令司

隷大夫酵道衡為天下郡官之状。道術状称粛日 「心如鉄石,老 而弥篤。」

敬粛,字 は弘倹,河 東満坂の人な り。…中略…場帝,位 を嗣 ぐや,頴 川郡丞に遷 る。大業

五(609)年,東 都 に朝 し,帝,司 隷大夫酵道徳を して天下郡官の状を為 さしむ。道衡

状 もて粛を称 して曰く 「心は鉄石の如 し,老 いて弥いよ篤 し。」 と。

上記 によれば,司 隷大夫 として醇道衡 は 「天下郡官の状」(=地 方官の勤務評定)を 作成 した

という。このように,地 方官の最終的な評価は,醇 道徳に委ねられており,地 方行政に大きな

発言力を持 っていた。上記の記事と関連 して,『購書』巻73・ 柳倹伝に,

〔柳倹〕拝弘化太守。…中略…大業五年入朝,郡 国華集。帝謂納言蘇威 ・吏部尚書牛弘日

「其中清名天下第一為誰。」威等以倹対。帝又問其次。威以琢郡丞郭絢 ・頴川郡丞敬粛等二

人対。

〔柳倹〕弘化太守を拝す。…中略…大業五(609)年 入朝 し,郡 国畢集す。帝,納 言蘇威 ・

吏部尚書牛弘に謂いて曰 く 「其の中の清名天下第一は誰 と為すか。」 と。威等,倹 を以て

対 う。'帝,又 其の次を問う。威,琢 郡丞郭絢 ・頴川郡丞敬粛等二人を以て対う。
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とある。この記事は,前 掲 「敬粛伝」の記事を異なる角度から伝えたもので,二 つの史料を踏

まえれば,「天下郡官の状」で成績優秀とされた者は,柳 倹 ・敬粛 ・郭絢の三名であったこと

が明 らかとなる。この三名は,い ずれも醇道衡 と同じ河東郡出身であり㈲,醇 道衡は司隷大夫

の権限を利用 して,同 郷の人士を引き上げたのである。

もしこの推測が正 しいとすれば,醇 道衡のこの意図は,司 隷台の属官の人事にも及んだはず

である。たとえば,『 晴書』巻58・ 李文博伝に,

博陵李文博,… 中略…開皇中,為 羽騎尉,特 為史部侍郎醇道徳所知。…中略…道衡為司隷
～

大夫,遇 之於東都尚書省,甚 嵯窓之,遂 奏為従事。

博陵の李文博,… 中略…開皇中,羽 騎尉 と為 り,特 に吏部侍郎醇道衡の知る所 と為る。…

中略…道衡,司 隷大夫と為るや,之 に東都の尚書省に遇い,甚 だ之を嵯思 し,遂 に奏 して.

従事と為す㈲。

とあるように,蘇 道術は以前よりその才を見込んでいた李文博を,上 奏 して司隷従事に任命 し

ていることが見える。関連 して,醇 道衡が任官 していた当時,如 何なる人物が司隷台の属官に

就任 していたのかを諸史料より拾い出してみた(表2)。

表2醇 道徳在任期間(大 業3～5(607～609)年(41))に おける司蒜台の人的構成

祖 父 父
No. 任官者 官職 ・本 貫 地

名 官 職 名 官 職
典拠及備考

① 劉妊i 別霜 ? ? ? ? ? 晴66

② 房彦謙 刺史 斉州臨漉 翼 北魏 ・宋安太守 熊 北魏 ・広川太守

階66

※北斉 に仕え斉州主簿

とな る。

③ 温君恩 井州祁 ? ? 裕 北魏 ・太中大 夫

旧61・ 新91・ 温 彦博

碑 ・墓誌
※北斉の文林館学士

④ 李徳饒

司隷従事

趙郡相人 徹 北斉 ・尚書右丞 純 階 ・介州刺史 晴72・ 北33・ 世72上

⑤ 杜正蔵 相州酒水 景 処士 裕 北斉 ・楽 陵令 晴76・ 北26

⑥ 李文博 博陵 ? ? ? ? 晴58

[凡例]典 拠の史料略記号は,晴=『 階書』・北=『 北史』・旧=『 旧唐書』・新=『 新唐書』・世=『 新店書』宰相世系

表。数字は巻数。

表2をfし て 解 る よ う に,系 譜 伝 記 不 明 の① 劉X{と 系 譜 不 明 の⑥ 李 文博 を除 いて,② ～⑤

は 北斉 系 で,司 隷 台 の 属 官 に北 斉 系 が 多 用 さ れ て い た こ とが判 明 す る。 以下,伝 記 不 明 の ①劉

畑 を 除 い て,司 隷 台 の 属 官 に就 任 した人 物 の 略 歴 につ い て,検 討 を加 え よ う。

② 房彦 謙 司 隷 刺 史

房彦 謙 は 房 玄 齢 の 父 で,醇 道 衡 の 友 人 で あ る。 『階 書 』 巻66・ 本 伝 に よ れ ば,司 隷 台 が 創設
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され,朝 廷が 「天下知名の士」からその属官を登用した時に,司 隷刺史となった。先に挙げた

李文博の例を念頭に置 くと,房 彦謙の任官には醇道衡の意思が働いた可能性が高いだろう。

③ 温君悠 司隷従事

前述 した通 り温君悠は,温 大雅の父で,文 林館以来の醇道衡の友人である。『旧暦書』巻61・

温大雅伝 によれば,

父君悠,北 斉文林館学士,晴 洒州司馬。大業末,為 司隷従事,見 晴政日乱,謝 病而帰。

〔温大雅の〕父の君悠,北 斉の文林館学士,階 の沼州司馬なり。大業の末,司 隷従事と為

り,階 政 日ごと乱るるを見て,病 と謝 して帰 る。

とあり,温 君悠が司隷従事となったのは,階 の拐帯の大業末年 とされる。 しか しなが ら,温 大

雅伝はその後,温 大雅の晴代での事跡を,

〔温大雅〕仕階東宮学士 ・長安県尉,以 父憂去職。後以天下方乱,不 求仕過。

〔温大雅〕階に仕え東宮学士 ・長安県尉たり。父の憂を以て職を去 る。後に天下,方 に乱

るるを以て,仕 進を求めず。

と述べ,温 君悠の死と階末の大乱との間には,や やタイムラグがあると思われる。加えて温大

雅が仕官を拒否 したというあであれば,少 な くとも大業末年=14(618)・ 年 より以前のことと

なる。服喪の期間を入れるのであれば,さ らに温君悠の司隷従事就任は,時 期が遡るであろう。

『旧暦書』の温君悠が従事に任官したとされる 「大業末」という表現は,疑 問が残るのである。

そのことを踏 まえて,温 君悠の子である温彦博の墓碑を見 ると 「大業之始,以 親喪去官(大 業

の始め,親 の喪を以て官を去る)。」とある(48.。「大業之始」という表現は,大 業年間は14年 ま

であり,そ の前期となれば,大 業元～5(605～609)年 頃と考えるのが一般的であろうから,

温君悠の従事任官は,醇 道衡の司隷大夫在任期間 と一致す る。温君悠の任官の背景にも酵道衡

の意向が働いた可能性が高い。

④ 李徳饒 司隷従事

李徳饒は,山 東貴族 「趙郡李氏」の出身である。祖の李徹は北斉の尚書右丞で,父 の手縄は

晴の介州刺史であった。『購書』巻72・ 本伝によれば,李 徳饒は,大 業3(607)年 に司隷従

事 となっている。

⑤ 杜正蔵 司隷従事

杜正蔵の祖父杜景は処士で,父 杜裕は北斉の楽陵令であった。『旧暦書』巻73に 弟の杜正倫

の伝があ り,相 州潭水の人とある。醇道衡の推薦で司隷従事 となった。なお弟の杜正倫(表1-

15)は 李世民集団の一人である。

⑥ 李文博 司隷従事

李文博は,父 祖の履歴は不明であるが,山 東の博陵出身で,北 斉系と見な してよい。『購書』

巻58・ 本伝 によれば,房 玄鶴 とも面識があった。前述 したとおり,醇 道衡の推薦で司隷従事
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に任 官 した。

以上,検 討を加えた5名 のうち,⑤ 杜正蔵,⑥ 李文博は確実に醇道衡の推薦で任官 しており,

そうでなくても②房彦謙,③ 温君悠は醇道衡の友人であって,や はりその任官には醇道衡の力

が働いたと推察できる。ただ④李徳饒については,醇 道衡 との交流関係は見出せない。また彼

等の うち,司 隷台の官職につ く前の官は,② 房彦謙,③ 温君悠は州司馬に過ぎず(49),⑤杜正蔵

も科挙の結果が乙第であったことが不満で官に訴え出たため,丙 第に落 とされ,県 正の地位に

甘ん じていた㈹。⑥李文博は県丞となったものも,勤 務評定での評価が悪 く,数 年 も任用され

なかった。いずれも北斉系であったため,不 遇を託 っていたと思われる。以上の司隷台属官の

人的構成を踏まえると,自 己に近い北斉系人士を登用 して,司 隷台を固めんとする醇道衡の姿

が浮かびあが ってくるのである。

このような醇道衡の姿から,彼 が李徳林亡き後の,北 斉系人士の中心的存在であったことが

判明する。だか らこそ北斉系人士 と広 く交際が認められるのである。 このことを踏まえれば,

前述 した酵道徳の人脈は,醇 道徳を領袖に戴 く,「醇道衡 グループ」 と称して もよい北斉系人

士を中心に構成された政治党派であったことが,明 らかとなろう。

醇道衡は司隷大夫に任官する前,『 購書』巻57・ 本伝に,「場帝嗣位,転 番州刺史。歳余,

上表求致仕(場 帝位を嗣 ぐや,番 州刺史 に転ず。歳余 して,上 表 して致仕を求む)。」 とあるよ

うに,引 退の意思を示 していたという。それにも関わ らず任官を受けた。この矛盾 した行動の

背景には,蝪 帝の要請 もさる'ことながら,再 び中枢の地位に就 くことで,文 帝期に低 く置かれ

てきた北斉系人士の立場を改善 しようとする使命感があったのではないだろうか㈹。 この彼の

政治方針は,晴 の前期の北斉系人士の代表格李徳林と通 じるものがある。また,醇 道衡が司隷

台に北斉系を結集させたことは,全 土に基盤を置こうとする蝪帝の一定の了解があって可能と

なる。揚帝が醇道徳を登用 した理由は,醇 道徳の地方行政の見識を見込んだだけでなく,北 斉

系人士の代表格としての影響力をも期待 してあものであった。

以上を踏まえるならば,薩 道徳が処刑 された理由に別の解釈をすることが可能 となる。醇道

衡は司隷大夫として北斉系人士を擁護 した。 このことは,関 中本位政策から脱却 し一元的支配

体制を構築 しようとする蝪帝か ら了解を得て,す すめられたはずであったものの,余 りにゆき

すぎてしまった結果,悲 劇的な末路をたどったのである。 とりもなおさず,そ れは,李 徳林の

失脚 と同様,北 斉系人士の政治的地位の不安定 さを象徴するものであった。

こうして,醇 道徳の失脚を以て,李 徳林 ・醇道衡 と領袖を替えて,推 進されてきた北斉系人

士の地位向上を目指 した動きは頓挫 した。北斉系人士の政治的地位は不遇のまま,隅 木の動乱

を迎えることとなった。醇道徳グループの著たちは,例 えば,温 大雅は李淵の太原挙兵に積極

的に参加 して大将軍府記室参軍とな り(52),顔師古 もまた長安進撃中の李淵の軍に投 じ(53),醇道
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衡の子の醇収にいたっては,敵 陣にあって,母 を人質にとられなが らも,単 身逃亡 し唐政権 に

投 じている㈲。 このように,彼 らは唐朝の創業に逸早 く呼応 した。その背後にぽ,新 王朝創業

に積極的に貢献することによって,北 斉系人士の地位を向上させようという意思示働いたにち

がいない。

そ して,房 玄齢 ら醇道衡 グループの系譜を引 く人々は,李 世民と濯遁を果たす。彼らが集団

性を以て,李 世民集団に加わ?た のは前述の通りである。その集団性が維持されたのは,李 徳

林 ・醇道衡以来の不遇な北斉系人士の地位を向上 させようとする目的があったからである。 と

すれば,そ れは山東地域に基盤を築き,北 斉系人士の力を結集 して,政 権を奪取 しようとする

李世民の利害 とも一致するのである。

結 語

本稿では唐の太宗政権の分析を行う前提として,李 世民を帝位に押 し上げた背後勢力 につい

て,先 行研究で重視 ざれてきた北斉系人士に焦点を当て検討をこころみた。

まず,李 世民集団の北斉系人士の婚姻関係を整理すると,房 玄齢 ・盧赤松 ・盧君胤 ・李玄道 ・

封倫 ・封泰 らが,婚 姻関係で結ばれていた。そして,交 遊関係につい七検討すると,旧 北斉の

文林館系 ・房氏 グループをも包括 した,晴 の名臣にして北斉系人士の醇道衡のグループの出身

者が,集 団性を以て李世民集団に参加 していた。

その醇道衡グループと李世民を結合させたのは,薩 道衡グループとパイプを持ち,李 世民集

団の人材収集に尽力した房玄齢であった。これを踏まえれば,彼 の影響力は洪水流域の人士 に

とどまらず,よ り広範囲な北斉系人士にまで及んでいたことが判明する。

次 に,醇 道衡グループの出身者が集団性を以て李世民集団に参加 した背景には,共 通の政治

目的が存在 したと想定 した。彼らの政治的 目的を解明するため,醇 道術の陪の政界で如何なる

立場 にあったかを,司 隷大夫に就任 した時期に焦点をあて考察 した。醇道徳の司隷大夫就任は,

蝪帝の 「関中本位政策」から脱 しようとする方針に関わる処置であった。 しか し,醇 道衡はそ

の機会を利用 して,属 官を自己の党派である北斉系人士で固め,度 を越えて北斉系人士を擁護

したため,刑 死に追い込まれたのであった。 このような醇道徳の姿から,李 徳林に代わって,

階代中後期に北斉系人士の代表的立場になったこと,そ の政治 目的が北斉系人士の擁護にあっ

たこと,そ れは彼の死によって失敗に帰 したこと,な どの点が明らかとなった。

晴末の動乱に直面すると,醇 道徳グループの系譜を引く者たちは,唐 の創業に積極的に貢献

し,李 徳林 ・酵道術以来の宿願である北斉系人士の地位改善を図ろうとした。その目的は,山

東に地盤を築き,政 権の奪取を謀る李世民の利害 とも合致 し,両 者の結合はそのようにして実

現 したのである。

山下将司氏は,玄 武門の変において,李 淵集団=関 朧,李 世民集団=山 東の対立 という図式
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を適 用 す る こ とに 躊 躇 す る。 た しか に,李 淵 集 団 ・李 世 民集 団 と も に,北 周 系 ・北 斉 系 ・南朝

系 な ど,多 種 多 様 な 人 士 を 包 括 して お り(55),一 見 その 図 式 が 成立 しな い よ うに思 え る。 しか し,

李 世 民集 団 の 北斉 系 人 士 た ちが,関 防 系 の北 周 ・階政 権 に よ って眩 め られ て きた 自 らの 地 位 向

上 を 目的 と して,李 世 民 を 推 戴 しよ うと した とこ ろ を見 る と,や は り この事 件 の 一 因 と して,

「開 院 と 山東 の対 立 」 が あ った の で あ る。

また,山 下氏は李世民が山東集団,李 淵が太原元従と,そ れぞれ異なる基盤を持つことから,

玄武門の変を政権構造が変化する契機とした。 しか し,李 世民集団における,北 周系人士の存

在を忘れてはならず,唐 室李氏 もまた本来は北周系であり,必 ず しも北斉系だけを基盤 とした

わけではないので,唐 政権の構造が李世民即位を契機に変化 したとするのは,留 保 しておく㈹。

筆者の今後の課題は,李 世民集団の北周系人士の分析 し,本 稿の考察を踏まえた上で,太 宗政

権の性格を解明することである。

注

(1)布 目観楓 『晴唐史 研究』(京 都 大学 東洋史 研究会,1968年),下 編 「唐朝 政権 の構 成」。第1章

「唐 朝創業期 にお ける三省 六部 の人 的構成」(原 題 「唐 朝創業期 の一考察」,『東 洋史 研究』25-1,

1966年 初出),第2章 「秦王世 民一即位前 の唐太宗」(原 題 「天策 上将 ・陳東道 大行台 尚書 令 ・秦

王世民 一即位前 の唐 太宗」,『立 命館文学』255,1967年 初 出),第3章 「玄武 門の変 」(『大 阪大学

教養部研究集録』(人 文 社会科学)16,1968年 初 出)を 参照。

また関朧集 団説 について は,陳 寅恪 『唐代政治史述論稿』(商 務 印書 館,1944年)を 参照。 陳氏

によれ ば,関 朧集 団 とは西 魏 ・北周の中核で ある八柱国十二大将軍 のメ ンバーに代表 される,六 鎮

の乱で関朧 に土着 した北族勢力 が,同 地 の漢族豪族 と融合 して生 まれた官僚集 団のこ とであ る。

(2)「 山東」 とは,華 山以東 の地 あ るいは,太 行山脈以東 の地 を漠然 と指す慣習語 であ るが,北 朝後

期～唐初の頃 は旧北斉地域 を指 すのに しば しば使用 された語 であ る。『R書 』巻24・ 食貨志 に,

開皇三年正月,… 中略 …是時 山東 尚承斉俗,機 巧姦 偽,避 役惰遊者十六七。 四方旗人,或 詐 老詐

小,規 免租賦。高祖令州県大索貌閲。

開皇三(583)年 正月,… 中略 …是 の時,山 東 尚お 〔北〕斉 の俗 を承け,機 巧姦偽 もて,役 を避 け

惰遊 す る者 十 に六七な り。四方 の渡人,或 いは老 を詐 り小 を詐 り,租 賦 を免れん ことを観 る。高

祖,州 県を して大紫貌閲せ しむ。

とあ り,旧 北 斉領を指 して,山 東 の語 を用 いている例 がある。 よ って,本 稿にお いて 「山東」 とは

旧北斉 領域を指す もの とす る。

(3)陳 賓格 「論 隅木唐初所謂 「山東 豪傑 」」(『嶺南学報』12-1,1952年 。後 に同氏著 『金明館叢稿初

編』上海古籍 出版社,1980年 に再録)。

(4)陳 賓格 「記 唐代之李武章楊婚姻集 団」(『歴史研究』1954年1期 初出,同 氏著 『金 明館叢 稿初編』

上海古籍 出版社,1980年 に再録)。

(5)氣 賀 澤保規 「階代 郷里制 に関す る一 考察」(「史林』58-4,1975年)を 参照。 この理解 は概 ね,

我 が国 の学界 では受 け入れ られてお り,藤 善眞澄氏 もまた,北 周 ・階政権 内の北 斉系 人士の動向を

追 い,北 斉系人士 と北 周系 人士の対立を浮き彫 りに した(「北斉系官僚 の一動 向」(『鷹 陵史 学』4,

1977年 。 同氏 著 「逆宣伝 の研 究』,京 都大学 学術出版会,2002年 に再録)。 また近年,大 陸 におい

て も牟発松氏 が関朧集団説 を踏 まえた上 で,関 防集団 と北斉系人 士の対立 を論 証 されて いる(「 旧

斉士人与周階政権」(『文史』2003-1,2003年))。
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(6)気 質澤保規 「寳建 徳集 団 と河北一晴唐帝国の性格 をめ ぐって一」(『東洋史研究』31-4,1973年)。

(7)本 稿 において北斉系人士 とは,本 人 もしくは祖父 ・父 等直 系の血縁者が東魏 ・北斉 に仕え た人士

を指す。

(8)李 錦誘 「論 「李氏将興」一階末 唐初山東豪傑研究之一」(『山西師大学報』24-4,1997年)。

(9)山 下将 司 「玄武 門の変 と李世民配下 の山東集団一房玄齢 と斉済地方一」(『東洋学報』85-2,2003

年)。

(10)唐 の行政 区画 で言 えば,斉 州 ・済州一帯,山 下 氏は これを 「斉済地方」 と呼称 している。

(ll)具 体 的に は,山 下氏 が分析 した 山東人士19名 の うち,尉 遅敬 徳 。程知節 ・秦叔 宝 ・段志玄 ・張

公謹 ・常何 の6名 が,陳 寅恪 ・李錦繍両氏が山東 豪傑 と した人物であ る。

(12)布 目潮瀬 氏,注(1)前 掲 書,下 編 ・第二章 「秦 王世民」を参照。

(13)陳 東 道大行台尚書省 の沿革 につ いては,杉 井一 臣 「唐初の行 台尚書 省」(『中国史研究』(大 阪市

立大学)7号,1982年)を 参照。

(14)布 目潮溜氏,注(1)前 掲書,下 編 ・第二章 「秦王世民」を参照。

(15)「 房彦調 墓誌」 は,1977年(一 説 に76年)に 山東省済南 市歴城 区眺 家鎮牛 王庄 よ り,息 子 の

「房夷吾墓誌」 とともに発見 された。現在,山 東省考古文 物研究所 蔵である。「房彦調墓誌」を含め,

新 出の房玄 鶴一 族の墓誌 を紹介 した もの に,蘇 玉 環 「房氏墓誌考 略」(『中原文物』1995-2,1995

年),張 幼輝 ・孟梅 「房彦謝 墓誌考」(『中国歴史文物』2003-3,2003年),頼 非 『斉魯碑刻墓誌 研

究』 「漢唐 墓誌」 第四章 「山東望族墓地及墓誌考 釈」(斉 魯書社,2004年)が ある。

(16)北 朝 の盧氏について は,陳 爽 『世家大族与北朝 政治』(東 方歴 史学術文庫 ・1997年 度,中 国社 会

科学 出版社),第 二章第六 節 「従北魏"四 姓"到 唐代的"七 姓十家"」 を参照。 また唐代 の盧 氏につ

いては,愛 宕元 「唐 代苑陽威民研 究一婚姻 関係を 中心 に一」(川 勝義雄 ・礪 波護編 『中国貴 族制 社

会 の研 究』,京都 大学人文科学研究所,1987年)を 参照。

(17)「 系図1」 及び 「系図2」 を作成す るにあた り,次 の文献 を参照 した。 以下,姓 ごとに文献を掲 げ

る。 清河房氏については,『 北史』巻39・ 房法寿伝,『 階書』巻66・ 房彦謙 伝,「 房彦謙碑」(『金石

華編』巻43,『 全唐 文』巻143等 に収録),「 房彦調墓誌」な どの房氏関連の墓誌(注(15)前 掲論文),

山下将 司氏 注(9)前 掲論文 を参照 した。 萢陽盧氏 は,史 料 と して,『 北史』 巻30・ 盧玄伝,『 旧暦

書 』巻81・ 盧承慶伝,『 新 店書』巻73上 ・宰相世 系表 「萢陽盧氏」,「盧文構墓誌 」(北 京図書館金

石 組編 『北京図書館蔵 中国歴代石刻彙(匿)編 』9,1989～1991年 に収録),「 盧 文構 毒手月相墓誌」

(北京図書館金石 細編 『北京図書館蔵中国歴代石刻彙(歴)編 』11,1989～1991年 に収録)を 参照 し,

先行研究 として 愛宕元氏 ・陳爽氏の注(16)前 掲論 文を参照 した。 渤海封氏 につ いては,史 料 と し

て,『 北史』巻24・ 封諮伝,『 北斉 書』巻21・ 封 隆之伝,「 封公妻王楚英墓誌」,「封楚業妻崔長暉墓

誌」,「封 公妻崔婁詞 墓誌」(以 上,河 北省 文物 研究所 墓誌編輯 組編 『隔唐五 代墓誌 彙編』.河北巻

(天津古 籍 出版社,1991年)に 収 録),「 封 泰墓誌 」(洛 陽古 代藝術館編 『晴唐五代墓誌彙 編』洛 陽

巻5(天 津古籍 出版 社,1991年))を 参照 した。 朧西李氏 は,『 北史』 巻100・ 序伝,『 旧店替』 巻

72・ 李玄道 伝,『新暦書』 巻72宰 相世系表 「朧西 李氏姑藏房」 を参照 して作成 した。

また,二 つの 系図は,李 世 民集団の北斉系人士 の婚姻関係を再現す るのに重 点を置いたので,紙
'幅 の関係上

,婚 姻 関係を提示す るの に必要 のない人物は省略 に従 った ことを断 ってお く。

(18)陳 爽氏,愛 宕元氏 の注(16)前 掲論文 を参照。

(19)『 旧店 替』巻72・ 李玄 道伝を参照。

(20)『 北史 』巻100・ 序 伝を参照。,

(21)『 旧唐書』巻72・ 李玄 道伝を参照。

(22)愛 宕元氏,注(16)前 掲論文 を参照。

(23)『 旧唐書』巻63・ 封倫伝。

(24)『R書 』巻57・ 醇道徳伝。

(25)中 華書局 標点本 の 『旧暦書』巻73一の原文 は 「英 和」 を 「高祖」 に作 るが,同 書校 勘記 によれ ば
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『新旧店替含鉛』巻124で は 「其祖」 と作 る とある。 本文では示 した通 り,「其祖」 とは醇道衡 の旧

友 顔之推 を指す と思われ る。顔之 推 は顔師古 の祖父 であ るので,「 高 祖」 よ り 「英 和」の方が文意

に相応 しいので,『 金紗』 に従 った。

(26)『 旧店番』巻73・ 顔師古伝 を参照。 また李世民が{敦煙公 にな った ことは,『旧暦書』巻1・ 高 祖紀 ・

大業13(617)年6月 癸 巳の条 を参照。

(27)『 旧店 替』 巻61・ 温大雅伝 を参照。

(28)顔 之推の伝記 につ いては,吉 川忠夫 「顔之推小論」(『東洋史研 究』20-4,1962年 初 出,後 に同

氏 『六朝精神史 研究』(同 朋舎 出版,1984年)に 「顔 之推論」 と改題 し再録),宇 都宮清吉 『中国

古代 中世 史研究』(創 文社,1977年)第12章 「顔之推研究」 などを参照。

(29)『 購書』巻57・ 醇道徳伝 を参照。

(30)文 林館 については,費 海磯 「北斉文林 館」(『大陸雑 誌』28-12,1964年),尾 崎康 「北斉 の文林

館 と修文殿 御覧」(『史学」(三 田史学会)40巻2・3合 併号,1967年),山 崎宏 「北 周の麟趾殿 と北

斉 の文林館」(『中国仏教 ・文化史 の研究』 法蔵館,1981年)を 参 照。 また北 斉政 治史 の概 略は谷

川道雄 「北斉政 治史 と漢人貴 族」(『名古 屋大学文学部研 究論集』26,1962年,同 氏著 『階 唐帝 国

形成史論』 筑摩書 房,1971年)を 参照 した。

(31)「 隔番』巻66・ 房彦謙 伝 にもこれに対応す る記事 はあるが,郎 茂 ・郎穎 の名 は見 えない。

(32)藤 善眞澄氏注(5)前 掲論文参照。

(33)『 陪審』巻57・ 蒔 道衡 伝を参 照。

(34)『 階書』巻57・ 酵道衡伝 を参 照。

(35)蘇 道徳 の伝記 的研究 と して,鈴 木 義雄i「陥朝 官僚 と しての蘇道 衡につ いて」(『国学院雑 誌』24

号,1973年)が あ るが,概 略的 で階代政 治史 の中で醇道衡が,ど のよ うに位置づ け られるのか,解

明が十分 でない。

(36)藤 善眞澄氏,牟 発松氏 の注(5)前 掲論文 参照。

(37)藤 善眞澄氏,注(5)前 掲論文 参照。

,(38)氣 賀澤保規氏,注(5)前 掲論文参 照。

(39)氣 賀澤保規氏,注(5)前 掲論文参 照。

(40)『 詩経』小雅 ・魚藻之什 ・魚藻 の序 に 「魚藻,刺 幽王也。言万物 失其性,王 居鏑 京,将 不能以 白

楽。故君子 思古 之武王焉(魚 藻,幽 王を刺す るな り。 言 に,万 物其 の性を失 い,王,錦 京 に居 り,

将に'以て 自 ら楽 しむ能 わず。故 に君子,古 の武王 を思 う)。」 とあ る。

(41)司 隷台 に関 して は,杉 井一 臣 「R,場 帝 の司隷 台創設 について」(『中国史研究』(大 阪市立大学)

8号,1984年)を 参照。 内田昌功 「陪場帝期官制改革 の基礎 的研究」(『史朋』33号,2000年)で

は司隷台 について,そ の機構 ・制度 には漢制 が意識 されてい ると述べて いる。 また以上の先行研究

に基づいて,司 蒜台の官制 を表 で整理 すると以下 の通 りとな る。

官職名 品階 定員 職 掌

大夫 正四品 1 長官。諸巡察 の統 括。

別駕 従五品 2
畿 内の監察。一人は東都(洛 陽)を担 当 し,

もう一人 は長安 を担当す る。

刺史 正六品 14 機外 の各地方 の巡 察。

司隷従事
(諸郡従事)

? 40 刺史 の巡察 の補佐。

(42)『 階書』 巻31・ 地理志下,嚢 陽郡を参照。

(43)『 陪審』 巻31・ 地理志 ・南海郡 を参照。

(44)杉 井一 臣氏,注(41)前 掲論文 を参照。

(45)柳 倹 ・敬 粛 ・郭 絢の三名は 『階書』巻73・ 循史伝 に立伝 されてい る。
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(46)『 購書』 巻58・ 李 文博 伝。

(47)醇 道 術の司隷 大夫 就任期間 につ いて は,本 文の 「薩道術年譜」 を参照。

(48)「 温彦 博墓碑」 については,張 浦編 『昭陵碑石 』(三 乗出版社,1993年)を 参照。

(49)『 旧唐 書』巻61・ 温大雅伝及 び 『階書』巻66・ 房彦謙伝 を参照。

(50)「 北史 』巻26・ 杜 鐙伝を参照。

(51)鈴 木 義雄氏は注(35)前 掲論文で,醇 道徳 は李徳林失脚後,政 治 の世界 よ りも詩 文の世 界に耽 るよ

うにな った と評 してい る。 しか しそれ は一面的理解で はな いだろ うか。

(52)『1日 唐 書』巻61・ 温大雅伝 を参照。

(53)『1日 暦 書』巻73・ 顔師古伝 を参照。

(54)『 旧店 替』巻73・ 醇収伝を参照。

(55)李 淵集団の人的構成につて は,布 目氏注(1)前 掲書,上 篇 「唐朝政権 の源流 として見た隅木の反

乱」 第三章 「李 淵の起義」(原 題 「李淵集団の構造」,『立命館文学 』243,1965年 初 出)を 参照。

また李世民集団の北周系の存在 につ いては,布 目氏注(1)前 掲書,下 編 ・第二章 「秦王世民」に お

いて確 認で きる。

(56)唐 高祖～太宗時代の三省六部長官 の人 的構成 を統計学的手法 で分析 した吉 岡真 氏のデー タによれ

ば,北 斉系 が三 省六部長官 を占め る割合 は,唐 の高祖朝 は22%,太 宗朝 は28%で,北 周系は高祖

朝59%,太 宗朝54%で ある(同 氏 「北 朝 ・晴唐支配層 の推移」(『岩波講座世 界歴史9中 華の分

裂 と再生』,岩 波書店,1999年))。 二つ を比較す ると,北 斉系人士 は,李 世民 の即位 に彼 らが貢献

したわ りに,数 値 に大 きな変化 はない。 こ こからは,李 世民 は即位 後,単 純に山東のみ基盤 と した

のではな く,北 周系 も用 いたことが窺 える。 また両政権 の基盤 に大 きな変 化が窺われず,太 宗朝 の

路線 が単純 に,高 祖朝の路線 を否定 したわけではないとい う解釈 も可能 であ る。

付記

脱稿後,趙 君平編 『邨洛御講三百種』(中 華書局,2004年)を 見る機会があり,第2章 で触

れた李世民集団の北斉系人士であり,房 玄齢と婚姻関係を結んでいた盧赤松の墓誌が,出 土 し

ていることを知った。墓誌は,2001年3月 に河南省洛陽市孟津県で出土 し,ほ ぼ方形で74×

73.5cmで あった。誌文は,山 東門閥の嫡流のわ りに18行 ×18字 という簡略なものである。

墓誌によれば,唐 の武徳年間に,李 世民の政敵である皇太子李建成の元,太 子舎人 ・太子率更

令を歴任 しており,文 献史料にある李世民集団の官職を帯 びていない。 これは一体 どういうこ

とであろうか。本稿の論 旨に深 く関わることであ り,「盧赤松墓誌」の検討は別の機会に譲 り

たい。
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AnalysisofNorthernQiEx-OfficersoftheLiShiminGroup

beforetheEnthronementofEmperorTaizongofTang

HORIIHiroyuki

ItwasduringthereignofEmperorTaizongofTang(626-649)thattheTangregime

becamesolidandstable.TaizongorLiShimintookthepowerasanoutcomeofthe

XuanwumenIncidentonJune4,626,apoliticalprocessthatwasnotordinary.Agroup

ofpeoplewhoenthronedLiformedthecoreoftheTaizongadministration.

Previousresearchesintothisissuehavefocusedonex-officersoftheNorthernQi ,

DynastywhowerebasedintheShandongProvince.BackgroundtotheXuanwumen

IncidentisconsideredtobeaconflictbetweentheGuanlongareaandShandong;the

NorthernZhouandSuiadministrationswerebasedintheGuanlongarea,andsubordi・

natedtheex-officersoftheNorthernQiDynasty.However,thesepreviousresearches

didnotclarifyrelationshipsamongdifferentgroupsofpeopleandactualpoliticalpur-

posethatdrovetheincident.TheyonlyemphasizedthatLitookadvantageof

Shandong.

Withtheseinmind,theauthorlooksintorelationshipamongvariousgroupsof

people.Ithasbecomeclearthatmostoftheex-officersoftheNorthernQiDynastywere

collectivelyinvolvedintheLiShimingroup.Thiscollectivenessorbeingapartywas

originatedfromtheXueDaohengPartywhowasarepresentativeoftheNorthernQi

ex-officersundertheSuiadministration.Thepoliticalmotivationbehind.theXue

DaohengPartywastoimprovethesocialstatusoftheNorthernQiex-officers.Withthe

fallofXueDaoheng,however,theirhopewasdiminished,andthesocialstatusofthe

Northern .Qiex-officersremainedlowuntiltheendoftheSuiDynasty.Accordingly,the

politicalpurposetoimprovethestatusoftheNorthernQiex・officerswashandeddown

tothosewhobelongedtotheLiShimingroup.Theseex-officersattemptedtoachieve

theirgoalbysupPortingandenthroningLi.

Keywords:TangDynasty;LiShimingroup;XuanwumenIncident;NorthernQiex-officers;

Guanlong-Shandongconflict;XueDaoheng
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